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東京都 七生福祉 園 は、平成 18年度 か ら、社会福祉法人東京都社 会福祉 事業 団が指 定管理者 として運 営 を担 ってお り

ます。今年度 は、第五期 の指定管理期 間 (2018年4月 か ら 2021年3月 までの 3年 間) の 最 終 年度 にあた ります。

令和2年度 の事業計画 は、福祉型障害児 入 所 施設 では児童相談所 の措置 に よる 入 所 が三分 の二 を 占め る 状 況 、

また、障 害 者 支援施設 では 65歳 以上の高齢者 の方 が三分 のー を 占め高齢 ・虚弱化 が進 んで い る 状 況 な どを踏 まえ

て策 定 しま した。

利 用者 の皆様 一人ひ と りの人格 と個性 を 尊 重 し、個別 の 状 況 に応 じた、よ りきめ細 かい支援 を 行 うこ とによ り、

皆様 が安全 で安 心 して 日 常 生活や社 会生活 を送 ることがで きるよ う、①利 用者本位 のサー ビスの徹底②セー フテ ィ

ネ ッ トと しての役割 の強化③ 地域福祉 の 向 上 ④地域生活移行等 の推進⑤運営体制 の 充 実 ・強化 を基本方針 と して

こ ん ごえん と ま

みなさまっ と っづ りか い きょうりよく あひ ねが もう

かんきょう きび うんえいたいせい じゅうじつきょうか はか

お ります。

新型 コロナ等 、園 を取 り巻 く環 境 は厳 しい ものがあ ります が、今後 とも、運 営体制 の 充 実 強化 を図 りなが ら、

職 員 一丸 となって努 めてまい ります。 引 き続 き、皆様 の ご理解 • ご 協 力 を よろ しくお願 い 申 し上げます。

【園 長 ・宮 内和 宏 】

i い  i •
3月31日付 で 園 長 (多 田) 、児童 副 園 長 (東金) 、成 人 副 園 長 (井鍋) が 転 出 し、それぞれ後任 の 園 長 と副 園 長

が 着 任 しま した。

園 長 宮内 和宏

. 4 月 に着 任 しま した宮 内です。 障 害 者 福祉 の仕事や施設 は初 めてです が、利用者 の 目線 に立 って取組 んでい き

I たい と思 います。運 営 にあたっては、利用者 、保護者 、地域 の方 々 とコ ミュニケー シ ョンを取 りなが ら進 め、笑顔 ［

; で安心 して生活 できる施設 を職 員 とともに 目指 していきます。 ど うぞ よろ しくお願 いいた します。
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てん しゅっ

転 入 職 員 よ りご挨拶 ( 管理 職 )

がつ にちづけ えんちょう た だ じ ど うふ くえんちょう とうがね せい じんふ くえんちょう い なべ

児童支援 部 門 副園長 田中 勝

! 初 めま して、副 園 長 田中です。これ まで福祉保健 医療 に関わ る仕事 を 28年 間、その 中で経験 した福祉 の現場 は、 I

知的 障 害 者 更生施設 (現 : 障 害 者 支援施設) 、児童養護施設 、精神保健福祉 セ ンター。これ らはみ な七生福祉 園 .

! 児童支援部 門 (福祉型障害児 入 所 施設) と少 なか らぬ関係 にあ ります。また少 し古 い 話 にな ります が、大学時代 I

: に入 ったボ ランテ ィアサー クル の活動 先 の一つ がなん と “七生福祉 園 ! ”とて も縁 のあるこの 「七生福祉 園」を、

I 職 員 とともに よ り良 くしてい きたい。子 どもの最善の利益 のた め、 心 と身体 を使 います。

- 成人支援部 門 副園長 宮崎 洋一

4 月 よ り成 人支援部 門の 副 園 長 に 着 任 しま した、宮崎 と申 します。 八王子福祉 園か ら異動 してまい りま した。

- 着 任 後2 か月 が過 ぎ、園の雰 囲気 に も少 しずつ慣れてまい りま した。今年 は、新型 コロナ ウィル ス 感 染 症 へ の "

対応 で ご利用者 ・ご家族 の皆様 には、ご不便や ご心配 をおかけ してお ります が、様 々な場面での ご 協 力 に感謝

• 申 し上げます。まだまだ予断 を許 さない 状 況 ではあ ります が、利用者 の皆様 に健康 で、安全 に、安心 して笑顔 ・

! あふれ る 充 実 した生活 を送 っていただけるよ う全 力 を尽 く してまい ります ので よろ しくお願 い します。



しん が た ね っちゅうしょう

新型 コロナ と 熱 中 症

新型 コロナ ウィル ス感 染拡 大 に よ り、今年 は例年以上 に 熱 中 症 に気 をつ けな くてはい けない と言 われています 。

• マス ク着 用 ・外 出 自粛 で 熱 中症 リス クが上 が る

春 に 外 出 自粛 を していたた め 「汗 をかいていない」「運動 を していない」傾 向にあ り、暑熱順 化 (身体の機能 が暑

さに慣れ て、汗 をかいて体温 を下げるな どの対処がで きること) がで きず 、 筋 肉 量 も減 っています。 筋 肉は身体 に

水分 を貯 めるもっ とも大 きな臓器 のため、筋 肉 量 が少 ない とい うこ とは保持 で きる水 分 量 が少 ない とい うこ と、す

なわち、脱 水 にな りやす い ともい えます。常 にマ スクをつ けて過 ご してい るこ とで、体 内に熱 が こも りやす くなって

しまいます。常 にマス クを したままで あれ ば、口渇 の鈍化 (マス ク内の湿度 が上が ってい るこ とで喉 の渇 きを感 じづ

らくな る) 傾 向にあ り、も ともと喉 の渇 きに気づ きに くい高齢者 がます ます気づ きに く くな り、知 らない うちに脱水

が進 み 熱 中 症 となって しま うリス クが高 ま るか も しれ ませ ん。マ ス クを外 してはい けない とい う思 いが あ り、気づ

かない うちに水分補給 を避 けて しま うこ とも脱水 の一 因 にな りえるで しょ う。

• 脱水 は免疫 低 下 につ なが り、 ウィル ス感染 の リス クを上 げ る

鼻 か ら肺 までの空気 の通 り道 である気道 には ウィル スや 細菌 な どの異物 が体 内に侵 入 す るのを抑 える気道粘 膜や

絨 毛 があ り、それ らが 潤 ってい ることで機能 が発揮 で きます。 侵 入 して きた異物 を痰 として外部 に運 び 出す ため

に粘液 が必要 になるか らです。脱 水 症 にな る と、摂 取 した栄養素が造血細胞 に届 かず に、免 疫機能 が低 下す る可能性

があ ります。 熱 中 症 に至 らな くて も、脱水 は ウィルス感染 の リス クにつ なが るのです。

• 熱 中 症 の 症 状 と新型 コロナ感染 の 症状 は似 てい る

身体がベ タっ く、だ るい倦怠感 が ある、頭 がフラつ く、発熱 、頭痛 な どとい う 症 状 を起 こす のが 熱 中 症 です。

実 は これ らは新型 コロナ ウィル ス 感 染 症 の軽度 の 症 状 ともよく似 てお り、見分 けるのは 難 しいか も しれ ませ ん。

だか らこそ、 熱 中 症 にな る環 境 や生活 を避 けてお けば、 これ らの 症 状 の原 因が 熱 中 症 ではな く、新型 コロナ

ウィル ス感 染 症 では とい う可能性 を早期 に 疑 えるこ とにつ なが ります。

• 熱 中 症 予防 のポイ ン ト1

① 3 食 きちん と食べ る。喉 が渇 いたな と感 じた ら水分摂 取 ( 多量のカ フェイ ン摂 取 は控 え

② 水分補 給が 十 分 できない時 のために経 口補水液 を家族 1 人 2 本 X 3 0 分 、常備

③ クー ラー をす ぐ点 け られ るよ う調 整 してお き、暑 い と感 じる環 境 にいない

④ 換気 を こまめに し、湿度 も高 くな らない よ うにす る。 快適 な 環 境 で よく睡眠 を とる

⑤ 人混み を避 けた散歩や室 内での軽 い運動 を 行 う

(教 えて ! 「か くれ脱水」委員会資料 を参考)
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寮

にっちゅう よ うす りよう

日 中 の様子 ( つ ば き 寮 )
がつ にち にち がつ う たん じょうびかい

4 月 2 6 日 ( 日) 、4 月 生 まれ の 誕 生 日 会 を 開
さい

催 しま した。い ち ご ソース をか けた ロール ケー キ と
たの とき す りよ う

ともに、楽 しいひ と時 を過 ごしま した。また、利 用
しやかいぎ かいさい べんとう ひ た

者 会議 も 開 催 され 、「お 弁 当 の 日」 に食べ たい も
っの しんがた

のの リクエ ス トを 募 った り、 新 型 コロナ ウィル ス
てあ ら しょうどく ちやくよう

について 「手洗 い • 消 毒 • マ スク 着 用 」をきち
よぼ う かくにん

ん として、予防 してい くこ とな どを 確 認 しま したC［ 一 

ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 二 ゴ ニ ニ ニ ニ ニ ニ 二 ニ ニ ニ 二

・ にっちゅう よ うす こうねん りょう

- 日 中 の様 子 ( 高 年 3 寮 )
しんがた がい しゅっ じしゅく こ にちじょうせいかっ たいはん
新 型 コ ロナ ウィ ル ス に よる 外 出 自 粛 の た め 、 子 どもた ち は 日 常 生 活 の 大 半 を

りょうない す よ ぎ ひ ひる しょくじ べんとうばこ っ

寮 内 で過 ごす こ とを余儀 な くされ ま した。そん なあ る 日、お 昼 の 食 事 を 弁 当 箱 に詰 め、
りよう にわ た みつ さ む あ た かたち

寮 の 庭 で食 べてみ ま した。「密 」を避 け、また シー トで は向 き合 わず に食 べ る 形 と しま し
かいわ はず えがお おお きぶん あ じ しょくご じかん

たが、会話 は 弾 み笑顔 も 多 く、ピクニ ック気 分 を 味 わ っていただけた よ うです。食 後 は時 間
き おに たの あそ

を決 めてサ ッカーや 鬼 ごっ こをす るな ど して 楽 しく遊 びま した。
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にっちゅう よ うす りょう ・ ル八広・・

日 中 の様 子 ( ひい らぎ 寮 )
しんがた がい しゆっ じしゅく
新 型 コ ロナ ウィ ル ス に よる 外 出 自 粛 の た め、

がい しゅつ まんぞ く で き なか

外 出 な どの イ ベ ン トが 満 足 に 出来 ない 中 、ひ い らぎ
りょう べんとう ちゅうもん たの ちゅう

寮 で は お 弁 当 を 注 文 し て み ん な で 楽 し む 昼
しょくかい かいさい みなさま たの とうじつ むか

食 会 を 開 催 しま した。皆 様 とて も楽 しみ に 当 日 を 迎
お も おも ちゅうもん べん とう うれ め あ

え、 思 い 思 い に 注 文 したお 弁 当 を嬉 しそ うに召 し上
りょう こん ご かんせん しょう りゅうい

が ってい ま した。 寮 で は今後 も 感 染 症 に 留 意 しつつ、
みなさま よろこ いただ きか く

皆 様 に 喜 んで 頂 けるイベ ン トを企画 してい きます。


